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町のお金、暮らしにどう活きた？
― 主な事業の成果と課題を議会がチェック ―

決 算
特集

令和７年度

３ にちなん議会だより  令和８年10月発行　No.185

９月定例会
９月３日〜９月29日（27日間）

一般会計歳出

一般会計歳入

歳入総額
79億3716万円

100％
  
 自
主

財
源

18.6％　　　　

　
　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　
　
　
　
　

その他
6億8317万円

8.6％

繰越金
6971万円

0.9％

町税
4億5994万円

5.8％

地方譲与税等
3億897万円

3.9％

地方交付税
40億1700万円

50.6％

町債
4億3500万円

5.5％

国庫支出金
6億3520万円

8.0％

県支出金
10億6628万円

13.4％

諸収入
2億6189万円

3.3％

日野上地域振興センターの改修工事 

8257万円ほか、地域の要望により、

老朽施設の修繕を行った。

介護保険、介護サービス事業特別会計に1億5216万円繰出し。

あかねの郷職員宿舎建設工事のため、造成測量設計及び駐車場

整備に3579万円。事業者の経営の安定化を図るため、604万円

を助成し、介護サービス利用者の送迎等を支援した。

町債（借入金）残高の適正管理を行い、直近においては全く問題のない

数値であるが、今後中心地整備等による財政出動には、注視していくこ

とが求められる。

住民の安心安全な通行

を確保するため、道路

維持に1億7403万円。除

雪に3億7081万円で対応

した。

多面的機能支払は、約1050haの農

業施設管理に26活動組織が取り組

み、災害防止や景観保全に努め

た。

歳出総額
76億2790万円

100％

総 務 費
  20億 4517万円

     26.8％

民生費
9億2119万円

12.1％
衛生費

9億4615万 円

12.4％

農林水産業費
14億7573万円

19.3％

災害復旧費
5319万円
0.7％

教育費
3億2061万円

4.2％

消防費
3888万円

0.5％

土木費
7億855万円

9.3％

商工費
1億7379万円

2.3％

議会費
5270万円

0.7％

公債費
8億9194万円

11.7％
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万
円
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億
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9
万
円

  
  
 1

4
億

74
71
万円
　　　　　

　

　
　
　

　※表示金額は、千円以下四捨五入を基準に表記しています。

７年度決算７年度決算

執行部から提案された条例の一部
改正、令和８年度各会計補正予算、
令和７年度決算認定など全19議案
は原案のとおり可決しました。

8億7245万円

1億9400万円

公債費償還事務 元金

道路維持管理事業

多面的機能等支払事業

簡易水道事業

下水道事業

病院事業

1億9310万円

732万円

1億6580万円

2629万円

12億7355万円

9212万円

1億5023万円

9102万円

1億5825万円

8215万円

13億3612万円

1億7822万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

会　計　別 歳入総額 歳出総額

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

79億3716万円

5億7824万円

10億5648万円

2609万円

1億2487万円

4882万円

76億2790万円

5億5942万円

9億4268万円

2609万円

1億2402万円

4882万円

各会計別の決算額

8544万円

一般会計歳出の推移

地域振興センター管理事務

介護保険事業

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

町の総括的な事務、財産管理に使われ
ます。

社会生活の安定に必要な経費。障がい者、
高齢者、児童の福祉などに使われます。

健康や生活環境の改善を目的に使われます。
集団検診やごみ処理など。

農林水産業の振興や農道、林道の整備に
使われます。

商工業や観光の振興などに使われます。

道路や河川などの社会資本整備に使わ
れます。

消防や火災予防など災害対策に使われ
ます。

学校教育や社会教育などの事業をするた
めに使われます。

大雨や暴風、地震などの災害により被災し
た施設を復旧するために使います。

事業を行うときに借りたお金(元金、利子、
手数料)の返済に使われます。

おっさんが教えちゃぁわ
　　　　　　　　　　　（財政用語歳出編）

9323万円

一般廃棄物の収集及び適正処理を行った。

また、清掃センターの施設や設備の点検・

修繕等を行い、長寿命化を図った。

1億2047万円

塵芥処理事業

5億4484万円
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町のお金、暮らしにどう活きた？
― 主な事業の成果と課題を議会がチェック ―

決 算
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３ にちなん議会だより  令和８年10月発行　No.185

９月定例会
９月３日〜９月29日（27日間）

一般会計歳出

一般会計歳入

歳入総額
79億3716万円

100％
  
 自
主

財
源

18.6％　　　　

　
　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　
　
　
　
　

その他
6億8317万円

8.6％

繰越金
6971万円

0.9％

町税
4億5994万円

5.8％

地方譲与税等
3億897万円

3.9％

地方交付税
40億1700万円

50.6％

町債
4億3500万円

5.5％

国庫支出金
6億3520万円

8.0％

県支出金
10億6628万円

13.4％

諸収入
2億6189万円

3.3％

日野上地域振興センターの改修工事 

8257万円ほか、地域の要望により、

老朽施設の修繕を行った。

介護保険、介護サービス事業特別会計に1億5216万円繰出し。

あかねの郷職員宿舎建設工事のため、造成測量設計及び駐車場

整備に3579万円。事業者の経営の安定化を図るため、604万円

を助成し、介護サービス利用者の送迎等を支援した。

町債（借入金）残高の適正管理を行い、直近においては全く問題のない

数値であるが、今後中心地整備等による財政出動には、注視していくこ

とが求められる。

住民の安心安全な通行

を確保するため、道路

維持に1億7403万円。除

雪に3億7081万円で対応

した。

多面的機能支払は、約1050haの農

業施設管理に26活動組織が取り組

み、災害防止や景観保全に努め

た。

歳出総額
76億2790万円

100％

総 務 費
  20億 4517万円

     26.8％

民生費
9億2119万円

12.1％
衛生費

9億4615万 円

12.4％

農林水産業費
14億7573万円

19.3％

災害復旧費
5319万円
0.7％

教育費
3億2061万円

4.2％

消防費
3888万円

0.5％

土木費
7億855万円

9.3％

商工費
1億7379万円

2.3％

議会費
5270万円

0.7％

公債費
8億9194万円

11.7％
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　※表示金額は、千円以下四捨五入を基準に表記しています。

７年度決算７年度決算

執行部から提案された条例の一部
改正、令和８年度各会計補正予算、
令和７年度決算認定など全19議案
は原案のとおり可決しました。

8億7245万円

1億9400万円

公債費償還事務 元金

道路維持管理事業

多面的機能等支払事業

簡易水道事業

下水道事業

病院事業

1億9310万円

732万円

1億6580万円

2629万円

12億7355万円

9212万円

1億5023万円

9102万円

1億5825万円

8215万円

13億3612万円

1億7822万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

会　計　別 歳入総額 歳出総額

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

79億3716万円

5億7824万円

10億5648万円

2609万円

1億2487万円

4882万円

76億2790万円

5億5942万円

9億4268万円

2609万円

1億2402万円

4882万円

各会計別の決算額

8544万円

一般会計歳出の推移

地域振興センター管理事務

介護保険事業

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

町の総括的な事務、財産管理に使われ
ます。

社会生活の安定に必要な経費。障がい者、
高齢者、児童の福祉などに使われます。

健康や生活環境の改善を目的に使われます。
集団検診やごみ処理など。

農林水産業の振興や農道、林道の整備に
使われます。

商工業や観光の振興などに使われます。

道路や河川などの社会資本整備に使わ
れます。

消防や火災予防など災害対策に使われ
ます。

学校教育や社会教育などの事業をするた
めに使われます。

大雨や暴風、地震などの災害により被災し
た施設を復旧するために使います。

事業を行うときに借りたお金(元金、利子、
手数料)の返済に使われます。

おっさんが教えちゃぁわ
　　　　　　　　　　　（財政用語歳出編）

9323万円

一般廃棄物の収集及び適正処理を行った。

また、清掃センターの施設や設備の点検・

修繕等を行い、長寿命化を図った。

1億2047万円

塵芥処理事業

5億4484万円



４５ にちなん議会だより  令和８年10月発行　No.185

農林MIRAIセンター整備

旧「かすみ荘」を改修して林業アカデミーの学生
寮（12室）と講義室を整備し、林業教育の充実と
町内の住まい確保を図った。

工事費・設計監理委託料

2億4806万円 助成総額　7442万円

７年度決算７年度決算

児童生徒用タブレット
184台を更新

【参考】　令和8年度には10名が入寮した。

購入費　1918万円

日南病院で病児・病後児
保育を開始

　　利用者からの声は。
　　「仕事を長時間休まなくてよく
　　なった」との声が寄せられている。

委託料　844万円
日南病院で新たに開始し、延べ38人が
利用。町内13世帯16人、町外3世帯5
人の利用実績があり、子育て中の就労
世帯への支援を図った。

物価高騰対策
町民１人に２万円分のポイント

『たったもカード』のスペシャルポイントを町民1
人当たり2万円分付与。家計支援と町内消費の
促進を図った。
財源は物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金6768万円を充当。

高齢者への補聴器購入費助成を令和7年度か
ら新たに開始。上限3万円で、14人の聞こえを
支援。

　　交換したホースの処分方法と費用は。
　　回収したホースは再使用の点検を実施
　　中。処分費用は令和9年度予算を検討。

　  「聞こえ」を支援、補聴器助成
助成総額　42万円

自衛消防団が保有する消火栓用消防ホースに
ついて、令和７年度から町費による計画的な更
新を開始した。
また、小型ポンプ用ホース72本は、企業版ふる
さと納税による現物寄附として受け入れた。

　  消防ホース233本を更新
購入費　418万円

にちなん議会だより  令和８年10月発行　No.185

令和４年2月に開始した『たったもカード』の累計
利用額が令和7年4月に10億円を超えました。
これまでに、新型コロナウイル
ス感染症対策や物価高騰対
策として総額3億2133万円
分のスペシャルポイントを町
民に付与しました。

子
育
て
・
教
育 

〜
安
心
し
て
育
ち
、
学
べ
る
町
〜

安
心
・
暮
ら
し 

〜
医
療
・
福
祉
・
防
災
〜

児童生徒用184台、教職員用37台を更新。小
中学校の職員用パソコンも各16台更新した。

　　古いタブレットは廃棄したのか。
　　利用可能なタブレットは業者が下取り
　　したほか、日南病院や農業委員会で再
　　利用している。

決算を
チェック01

産
業
・
仕
事

  

〜
農
林
業
の
担
い
手
と
地
域
経
済
〜

決算を
チェック03

道の駅運営委託

直売所・レストランの合計売上が過去
最高となり、1億円を突破した。

委託料　2479万円
中山間地域等直接支払

中山間地域等直接支払制度は、令和7年度から
新たに第6期対策が始まり、47の集落協定、対
象面積1,039haで取り組みが行われた。スマー
ト農業加算には30協定が取り組んだ。
○協定数　 R6 : 49協定   → R7 : 47協定
○対象面積 R6 : 1,079ha → R7 : 1,039ha

交付金　2億1427万円

地元産りんご
のアップルパ
イは 前 年 比
310％の売り
上げ。

決算を
チェック02

日南病院の長寿命化工事設計
広域医療のあり方や町財政への影響など
を踏まえ、当面の建設延期が決定された。
現病院の長寿命化を図ることとなり、長寿
命化工事に係る設計を行った。

設計委託料　193万円

議会が老朽化設備の現地調査 令和7年8月

【参考】令和8年度長寿命化工事予算
　　　工事費　　 ： 1億2200万円
　　　監理委託料 ： 　　 264万円

文化センターに遊具と授乳室を整備 購入費　585万円

こどもゆめ基金運営委員の提案を受け、
「総合文化センターみんなの遊び場整
備事業」により、屋外遊具や授乳室等を
整備した。

　　当初予算と比較し増額となって
　　いる要因は。
　　屋外に遊具等の備品保管庫を設
　　置した。

日野郡連携による小児科医確保

町単独での小児科医師確保が難しい
中、日野郡3町広域連携による小児科
医の育成・確保に取り組んだ。
医師派遣は固定医師(２名)とし、小児
科医療のかかりつけ機能の充実を
図った。

医師派遣委託料  339万円

　　【小児科受診者数】
　　・令和6年度344人
　　・令和7年度324人

￥

園児の歓声が響く芝生広場
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農林MIRAIセンター整備

旧「かすみ荘」を改修して林業アカデミーの学生
寮（12室）と講義室を整備し、林業教育の充実と
町内の住まい確保を図った。

工事費・設計監理委託料

2億4806万円 助成総額　7442万円

７年度決算７年度決算

児童生徒用タブレット
184台を更新

【参考】　令和8年度には10名が入寮した。

購入費　1918万円

日南病院で病児・病後児
保育を開始

　　利用者からの声は。
　　「仕事を長時間休まなくてよく
　　なった」との声が寄せられている。

委託料　844万円
日南病院で新たに開始し、延べ38人が
利用。町内13世帯16人、町外3世帯5
人の利用実績があり、子育て中の就労
世帯への支援を図った。

物価高騰対策
町民１人に２万円分のポイント

『たったもカード』のスペシャルポイントを町民1
人当たり2万円分付与。家計支援と町内消費の
促進を図った。
財源は物価高騰対応重点支援地方創生臨時
交付金6768万円を充当。

高齢者への補聴器購入費助成を令和7年度か
ら新たに開始。上限3万円で、14人の聞こえを
支援。

　　交換したホースの処分方法と費用は。
　　回収したホースは再使用の点検を実施
　　中。処分費用は令和9年度予算を検討。

　  「聞こえ」を支援、補聴器助成
助成総額　42万円

自衛消防団が保有する消火栓用消防ホースに
ついて、令和７年度から町費による計画的な更
新を開始した。
また、小型ポンプ用ホース72本は、企業版ふる
さと納税による現物寄附として受け入れた。

　  消防ホース233本を更新
購入費　418万円
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令和４年2月に開始した『たったもカード』の累計
利用額が令和7年4月に10億円を超えました。
これまでに、新型コロナウイル
ス感染症対策や物価高騰対
策として総額3億2133万円
分のスペシャルポイントを町
民に付与しました。

子
育
て
・
教
育 

〜
安
心
し
て
育
ち
、
学
べ
る
町
〜

安
心
・
暮
ら
し 

〜
医
療
・
福
祉
・
防
災
〜

児童生徒用184台、教職員用37台を更新。小
中学校の職員用パソコンも各16台更新した。

　　古いタブレットは廃棄したのか。
　　利用可能なタブレットは業者が下取り
　　したほか、日南病院や農業委員会で再
　　利用している。

決算を
チェック01

産
業
・
仕
事

  

〜
農
林
業
の
担
い
手
と
地
域
経
済
〜

決算を
チェック03

道の駅運営委託

直売所・レストランの合計売上が過去
最高となり、1億円を突破した。

委託料　2479万円
中山間地域等直接支払

中山間地域等直接支払制度は、令和7年度から
新たに第6期対策が始まり、47の集落協定、対
象面積1,039haで取り組みが行われた。スマー
ト農業加算には30協定が取り組んだ。
○協定数　 R6 : 49協定   → R7 : 47協定
○対象面積 R6 : 1,079ha → R7 : 1,039ha

交付金　2億1427万円

地元産りんご
のアップルパ
イは 前 年 比
310％の売り
上げ。

決算を
チェック02

日南病院の長寿命化工事設計
広域医療のあり方や町財政への影響など
を踏まえ、当面の建設延期が決定された。
現病院の長寿命化を図ることとなり、長寿
命化工事に係る設計を行った。

設計委託料　193万円

議会が老朽化設備の現地調査 令和7年8月

【参考】令和8年度長寿命化工事予算
　　　工事費　　 ： 1億2200万円
　　　監理委託料 ： 　　 264万円

文化センターに遊具と授乳室を整備 購入費　585万円

こどもゆめ基金運営委員の提案を受け、
「総合文化センターみんなの遊び場整
備事業」により、屋外遊具や授乳室等を
整備した。

　　当初予算と比較し増額となって
　　いる要因は。
　　屋外に遊具等の備品保管庫を設
　　置した。

日野郡連携による小児科医確保

町単独での小児科医師確保が難しい
中、日野郡3町広域連携による小児科
医の育成・確保に取り組んだ。
医師派遣は固定医師(２名)とし、小児
科医療のかかりつけ機能の充実を
図った。

医師派遣委託料  339万円

　　【小児科受診者数】
　　・令和6年度344人
　　・令和7年度324人

￥

園児の歓声が響く芝生広場
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７年度決算

工事費・設計監理委託料　8259万円
　  日野上地域振興センターを改修

日野上地域振興センターの老朽化と令和6年4月に
判明したアスベスト対策のために、改修を行い安心し
て活動できる拠点施設としてリニューアルを図った。

（令和6年度からの繰越事業）

令和6年度から自治体システムの標準化
に取り組んでいるが、全20業務のうち、令
和7年度には戸籍業務と戸籍附票業務の
移行が完了した。

【今後の予定】
令和8年度中には住民記録、固定資産
税、住民税など17業務については移
行を終える予定だが、生活保護業務に
ついては事業者が開発を断念したた
め、代替先を検討中。
そのため、全業務移行完了は令和10
年度以降となる見通しである。

　  自治体システムの標準化
委託料　2200万円

ふるさと納税

○返礼等に係る経費(主なもの)

・返礼品代金　　　　　　　　  1415万円
・ふるさと納税システム使用料等　403万円
・ふるさと納税業務委託料　　  　340万円

○ふるさと納税寄付金額

○寄附の使途（主なもの）

・母子父子福祉事業　　　936万円
・地域子育て支援事業　  1603万円
・母子健診相談指導事業　165万円
・まち・ひと・しごと創生推進基金
　　　　　　　 1500万円積み立て

寄 付 金 収 入　6808万円
返礼品等経費　2158万円

アスベスト対策を施した天井部分

行
政
・
地
域
づ
く
り 

〜
財
政
・
Ｄ
Ｘ
・
住
民
活
動
〜

個人版

企業版

合計

件数

金額

件数

金額

件数

金額

R5

505

1,551

7

548

512

2,063

R6

1,308

3,790

21

2,212

1,329

6,002

R7

1,336

4,426

21

2,382

1,357

6,808

（万円）
（万円）
5,000
4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

1,551

3,790

4,426

2,382

548

2,212

■個人版金額　　■企業版金額

個人版・企業版ふるさと納税

決算を
チェック04

　　企業側が求める寄附金事業とは。
　　例として、環境保全活動ならば山林、
　　イチョウ、ホタルなどの情報を提供し
　　寄附を募っている。

年度

７

監 査 意 見

決
算
の
監
査
委
員
意
見

　７
月
27
日
か
ら
８
月
17
日
ま
で
の
間
で
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
、
決
算
並
び
に

基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　審
査
意
見
︵
要
旨
︶
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員　

丸
山

　悟

監
査
委
員　
　
　

荒
木

　博

全
庁
連
携
で

﹁
今
の
課
題
﹂
解
決
を

令和７年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告
比率名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

比率の内容

一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化

全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化

借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）

借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度

公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化

判定

黒字で良好

8.1％で良好

マイナスで良好

資金不足なし
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土
地
開
発
基
金

　事
業
化
さ

れ
て
い
な
い
土
地
の
検
討
を

移
住
相
談
か
ら

定
住
に
つ
な
げ
る
工
夫
を

日
南
町
農
林
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　学
生
の
確
保
を

遊
休
農
地
の
最
適
化
を

　未
収
金
の
縮
減
に
向
け
て
、
未

収
金
取
組
み
会
議
、
電
話
・
文

書
・
対
面
相
談
に
よ
る
納
付
勧
奨

や
分
納
誓
約
の
取
り
付
け
に
取
り

組
ん
だ
。
水
道
の
給
水
停
止
、
国

保
税
で
は
法
定
期
限
後
１
年
以
上

の
滞
納
者
の
負
担
割
合
が
10
割
と

な
る
旨
の
通
知
な
ど
、
制
度
の
説

明
も
合
わ
せ
て
、
納
付
へ
の
理
解

を
得
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。

　地
方
交
付
税
は
重
要
な
財
源
で

あ
り
、
普
通
交
付
税
・
特
別
交
付

税
と
も
に
前
年
度
よ
り
増
額
。

　基
金
は
運
用
効
果
が
見
ら
れ
る

が
土
地
開
発
基
金
の
長
期
間
事
業

化
さ
れ
て
い
な
い
土
地
の
扱
い
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　生
山
定
住
促
進
団
地
の
残
区
画

の
契
約
が
成
立
し
た
。
相
談
窓
口

︵
山
里
L
o
a
d
に
ち
な
ん
︶
へ

の
相
談
件
数
が
増
え
、
移
住
や
定

住
に
つ
な
が
る
期
待
が
高
ま
る
。

﹁
田
舎
暮
ら
し
の
本
﹂
ラ
ン
キ
ン

グ
で
も
評
価
が
高
い
一
方
、
す
ぐ

に
入
居
で
き
る
空
き
家
確
保
が
課

題
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等
の

活
用
で
入
居
に
つ
な
げ
る
工
夫
が

必
要
で
あ
る
。

　旧
か
す
み
荘
を
改
修
し
、
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
向
住
宅
を
備

え
た
日
南
町
農
林
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
セ

ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た
。
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
は
、
卒
業
後
町
内
就
職

者
が
一
定
数
あ
り
効
果
が
認
め
ら

れ
る
事
業
で
あ
る
。
積
極
的
な
情

報
発
信
に
よ
り
、
学
生
確
保
に
努

め
ら
れ
た
い
。

  

全
般
的
項
目

　令
和
７
年
度
か
ら
６
つ
の
庁
内

横
断
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
複
雑
多
様
化
す
る
行

政
課
題
へ
の
迅
速
な
対
応
に
取
り

組
ん
だ
。
成
果
を
新
規
・
拡
充
事

業
へ
展
開
し
、
全
庁
的
連
携
と
政

策
推
進
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
趣
旨

を
職
員
全
員
が
理
解
し
、
一
丸
と

な
っ
て
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　ま
た
、
病
院
改
築
事
業
は
、
検

討
の
結
果
、
当
面
は
建
設
を
延
期

し
、
現
病
院
の
長
寿
命
化
を
図
る

こ
と
に
な
っ
た
。
町
民
・
関
係
者

で
更
に
日
南
病
院
の
今
後
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。

歳
出
項
目

 

歳
入
項
目

　令
和
７
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
の
結
果
、
遊
休
農
地
は
増
加
傾

向
︵
１
号
49
・
２
ha
、
２
号
71
・

６
ha
︶
。
現
地
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

﹁
現
地
確
認
ア
プ
リ
﹂
を
使
っ
て

地
図
と
実
地
の
照
合
を
行
い
、
現

地
確
認
作
業
や
結
果
の
活
用
に
お

け
る
効
率
性
や
わ
か
り
や
す
さ
等

ア
プ
リ
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。

比
較
的
条
件
の
よ
い
農
地
か
ら
、

担
い
手
・
新
規
就
農
者
へ
の
情
報

提
供
を
し
、
農
地
の
最
適
化
を
進

め
ら
れ
た
い
。

ドローンによる農地パトロール(農業委員会)
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予算審査特別委員会

た
っ
た
も
カ
ー
ド

繰
越
金
の
予
算
計
上

道
の
駅
一
品
一
円

審
査
意
見
へ
の
対
応

鳥
獣
被
害
対
策

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

山
里
Ｌ
ｏ
ａ
ｄ
決
算

　た
っ
た
も
カ
ー
ド
加
盟
店
が
少

な
い
地
域
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
５
倍

デ
ー
、
10
倍
デ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ
の

た
め
に
時
間
を
か
け
て
遠
方
ま
で

出
向
く
必
要
が
あ
り
、
利
用
者
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
地
域

で
も
チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
体
制
を
整

え
ら
れ
た
い
。

　令
和
６
年
度
決
算
で
繰
越
金
が

未
計
上
だ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
確

定
後
直
近
議
会
で
の
補
正
計
上
を

求
め
た
が
、
令
和
７
年
度
も
一
般

会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
で
同

様
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が

あ
っ
た
。
指
摘
が
改
善
さ
れ
て
お

ら
ず
遺
憾
で
あ
り
、
適
正
な
予
算

計
上
・
管
理
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

　道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷

の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取

組
の
う
ち
、
Ｅ
Ｖ
Ｉ
活
用
分
は
終
了

し
て
い
る
。
し
か
し
商
品
一
品
一
円

の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
寄
付
は
町

の
取
組
終
了
後
も
継
続
中
で
、
消
費

者
負
担
の
み
残
る
の
は
適
切
と
い
え

な
い
。
令
和
９
年
度
か
ら
の
廃
止
を

検
討
さ
れ
た
い
。

　山
里
Ｌ
ｏ
ａ
ｄ
に
ち
な
ん
委
託

費
決
算
関
係
資
料
は
契
約
額
と
執

行
額
の
対
比
が
困
難
な
項
目
が
多

く
、
区
分
と
内
容
も
整
合
し
て
い

な
い(

例

：

消
耗
品
費
に
交
際

費
・
水
道
光
熱
費
・
運
送
費
が
混

在
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
の
費
用
が
不

明
確)

。
予
算
と
決
算
を
対
比
で

き
る
よ
う
見
直
さ
れ
た
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
９
月
定
例
会
で
は
、決
算
審
査
特
別
委
員
会（
委
員
長
　
岡
本
健
三
、副
委
員
長

近
藤
仁
志
）を
設
置
し
、各
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
決
算
も
意
見
を
付
し
て
原
案
を
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　各
課
の
審
査
意
見
へ
の
対
応
を

口
頭
で
報
告
し
て
い
る
が
、
対
応

内
容
・
進
捗
が
確
認
し
に
く
い
。

対
応
状
況
を
整
理
し
文
書
で
報
告

さ
れ
た
い
。

　感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
事
業

︵
通
電
火
災
防
止
対
策
︶
の
令
和

７
年
度
補
助
実
績
は
１
件
7
千
円

で
予
算
10
万
円
を
大
き
く
下
回
っ

た
。
要
因
を
検
証
し
、
周
知
に
加

え
高
齢
者
世
帯
へ
の
啓
発
や
関
係

団
体
と
の
連
携
な
ど
設
置
促
進
策

を
進
め
ら
れ
た
い
。

　日
野
郡
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

が
、
令
和
７
年
度
は
隊
員
欠
員
に

よ
り
本
来
の
４
人
体
制
を
確
保
で

き
て
い
な
い
。
募
集
継
続
に
と
ど

ま
ら
ず
雇
用
条
件
、
雇
用
主
体
お

よ
び
３
町
間
の
負
担
方
法
を
含
む

体
制
を
見
直
し
、
専
門
人
材
を
安

定
確
保
・
育
成
で
き
る
体
制
を
構

築
さ
れ
た
い
。

　ま
た
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た

農
林
業
研
修
生
に
は
猟
友
会
へ
の

加
入
を
促
す
な
ど
、
鳥
獣
被
害
対

策
の
担
い
手
確
保
に
つ
な
げ
、
対

策
の
実
効
性
を
高
め
ら
れ
た
い
。

どの地域でもチャージできるたったもカードへ

体制の充実で効果的な駆除を
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※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

賛成多数で可決した議案

その他４会計は全会一致で可決

令和７年度 決  算  認  定
一般会計

　生活保護法施行事務監査で、保護業務に支
障の指摘がある。また、自衛官募集に高校生
の名簿の提供はやめるべきである。

荒金敏江 議員

　物価高騰対策や遊休施設の有効活用など､
決算は予算に沿ってバランスよく執行されて
いる。

近藤仁志 議員

国民健康保険特別会計

　国保税の均等割を 18 歳以下全員全額免除
すべき。子ども子育て支援金を国保税として､
徴収すべきでない。

岡本健三 議員

　日本は国民皆保険制度であり、国保は運営
に関する協議会で検討されることとなってい
る。

大西　保 議員

介護保険特別会計

　日南福祉会の職員の処遇改善のため、介護
給付費準備基金を活用すべきである。

荒金敏江 議員

　基金の基本は、介護給付費の不足や、今後
の不測の事態に備えるものである。

荒木　博 議員

介護サービス事業特別会計

　福祉会の安定した経営を続けるために、施
設使用料を求めず職員の処遇改善に使用すべ
き。

荒金敏江 議員

　施設の利用料は、日南町との協議により定
めたもので、中山間地域介護サービス確保対
策事業の補助もしている。

櫃田洋一 議員

後期高齢者医療特別会計

　後期高齢者の保険制度を改めるべき。子ど
も子育て支援金を保険料の一部として徴収す
る事に反対。

岡本健三 議員

　県内すべての市町村が加入する広域連合の
もとで､運営されているものである。

高橋洋志 議員

認定
認定
認定
認定
認定

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

−

−

−

−

−

一般会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

令和７年度決算
（賛否の詳細） 結果

荒
金
敏
江

山
本
芳
昭

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

大
西

　保

荒
木

　博

高
橋
洋
志

近
藤
仁
志

決 算 認 定
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９月定例会

物価高騰対策

日南町病院事業会計補正予算

補正予算をチェック

放任果樹伐採事業
要望が多いため40本分追加(年間50本)

200万円

　　自分で伐採した場合、補助が受けられるか。
　　町の委託により伐採した場合に限る。

12月に10倍デー実施予定！
　　10倍デーにチャージできない人もいるの 
　　で、ポイント付与の方が良い。
　　付与しても少額になるので、付与でなく10
　　倍デーを実施する。

●超音波診断装置更新１台　　　1000万円
●X線撮影用パネル１台購入　　　541万円
●病棟用ベッド更新7台　　　　　40３万円
●ネットワーク機器更新工事　　　 511万円

　　建築移転時にもベッド購入は必要か。
　　来年度２台更新予定。移転時の購入不要。

日南米ブランド化
販売促進資材(のぼり旗、リーフレット等)制作

150万円

486万円

民間企業の副業型人材受け入れ
588万円

花粉発生源対策促進事業
550万円

放課後児童クラブ拡張工事
2175万円

2455万円
■ 

日
南
町
印
鑑
条
例
一
部
改
正

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

■ 

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

＋

林道内方線(新屋)
災害復旧事業

令和8年1月の地震による災害復旧

整備概要　木造平屋建新築　49.68㎡

・拡張工事整備建築費　　　　2100万円
・監理業務追加にかかる
 　　　　　委託料の増額　　　  75万円

1310万円

　６か月×３人分の報酬・旅費　関連経費

　職員の意識改革やスキルアップを目的に民
間企業から副業型人材を受け入れる。

１．DXの推進：自治体ポータブルアプリ導入・機
　能開発等
２．農業振興：日南米及び日南トマトのさらなる
　ブランディング
３．移住・関係人口拡大：移住定住・関係人口に 
　よる地方創生戦略

杉の少花粉品種への植え替え事業を県が
実施するため、町の嵩上げ補助金額を補正

更
新
前
の
超
音
波
診
断
装
置
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全会一致で可決した議案

以下２件の陳情は採択し、日南町議会から意見書として国に提出しました。

審 議 結 果

請願・陳情の審議結果
提出のあった請願・陳情は9月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、原案に対する討論です。

　日南町は、既に非核三原則を明確に表明してい

ることから、今回日南町議会として国に対して改

めて意見書を提出する必要はない。

　　　　　　　（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

荒木　博 議員

　被爆者が目撃した核兵器は、悪魔の兵器であ

る。1度使用されたら地球規模の影響がある。広

島、長崎の市長も核抑止力脱却を求めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒金、岡本）

　非核三原則の堅持を求める世論を踏まえ、日南町

議会として国に対し、意見書を提出すべきとの少数

意見があった。

　一方、日南町は非核平和の町宣言により、既に非

核三原則の堅持と核兵器廃絶への意思が明確であ

り、国への意見書提出は必要ないとの意見があっ

た。また、外交・防衛・安全保障政策は国主体で判断

すべきであり、地方議会として意見書を提出するこ

とには慎重であるべきとの意見が多数を占めた。

非核三原則の堅持を求める意見書を

貴議会から提出するよう求める請願

　提出者：原水爆禁止鳥取県協議会

　　　　　　 理事長　山上　英明

非核三原則の堅持を求める陳情

　提出者：自治労鳥取県本部

　　　　　　執行委員長　三浦敏樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか1名

荒金敏江 議員

審査意見(要旨)採択結果

不採択

案件

　社会保障の充実、地域医療の確保、公共交通の維

持など、地方自治体が直面する諸課題の解決には、

地方財源の確保・充実が必要である。特に、日南町

が進めている病院建替えは、地域医療の継続・安定

化の観点から、十分な財政措置が必要であり、願意

は妥当であると認められる。

　子どもたちの豊かな学びを保障するためには、高

等学校での少人数学級の実現や教職員定数改善な

ど、教育環境の充実を図ることが重要である。

　また、これらの施策を着実に推進するため、国に

よる十分な財政措置が必要であり、その実現を求め

る本陳情の願意は妥当であると認められる。

地方財政の充実・強化を求める陳情

　提出者：自治労鳥取県本部

　　　　　　執行委員長　三浦敏樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか1名

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善

をはかるための、2027年度政府予算

に係る意見書採択に関する陳情

　提出者：鳥取県教職員組合西部支部

　　　　　　支部長　西田周郎　ほか1名

審査意見(要旨)採択結果

採択
(全会一致)

採択
(全会一致)

案件

令和８年度

補正予算

一般会計補正予算（第3号）（第4号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

下水道事業会計補正予算（第2号）

病院事業会計補正予算（第2号）（第3号）

発議

条例 日南町印鑑条例の一部改正について

地方財政の充実・強化を求める意見書

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書

生産者米価の安定化と中山間地域
農業への支援強化を求める意見書
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意見書提出

国に意見書
を提出！

1. 米価の安定と持続可能な価格

　　形成を図ること

　生産コストや農業経営の実態を

踏まえ、 農業者が将来の営農計

画を立てることのできる安定的な

米価となるよう、 国が責任を持っ

て価格安定対策を講じること。

　また、 政府備蓄米については必

要な備蓄水準を確保するととも

に、 生産者と消費者の双方が納

得できる持続可能な価格形成の仕

組みを充実すること。

２. 中山間地域農業への支援

　　を拡充すること

　中山間地域等直接支払制

度及び多面的機能支払交付

金制度について、 肥料、 燃

油、 農業用資材、 農業機械

等の価格高騰や、 農地の維

持管理に要する経費の増加

など、 今日の農業生産の実

態を十分に反映し、 交付単

価の引上げを含め、 支援内

容の拡充を図ること。

3. 新規就農者 ・若手農業者

　　への支援を強化すること

　若者が農業を職業として選

択し、 将来にわたり安定し

た所得を得られるよう、 技

術習得や農地 ・ 機械 ・ 施設

等の取得に対する支援とあ

わせて、 福利厚生の充実に

努める農業法人等の取り組

みに対して支援をすること。

９月定例会において、米価の乱高下や中山間地域農業の将来への不安を踏まえ、
意見書を発議しました。全会一致で可決し、国の関係機関に提出しました。

生産者米価の安定化と中山間地域農業への支援強化を求める意見書（要旨）

　我が国の米は国民の主食であり、 安定した生産と供給を維持することは、 国民生活と食糧安全保

障を支える重要な課題である。

　今年の米価は大きく下落し、 反面生産コストは高騰しており、 農家経営への影響が懸念される。

特に中山間地域では、 厳しい生産条件のもと、 国土保全を担う地域の多面的機能も支えている。

　若者が農業を職業とし

て選び、 地域農業を担い

農地を守っていくことは、

国の食糧安全保障にとっ

て重要である。 生産者が

持続的に生産でき、 消費

者も安心して購入できる

持続可能な価格形成と、

中山間地域農業への支援

強化が求められる。

　よって、 下記事項につ

いて強く要望する。

地域農業に求められる若い力 (農業研修生 )
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大西 保 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
５
月
に
町
内
事
業
者
向

け
に
「
外
国
労
働
者
雇
用
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を
実
施
さ

れ
た
が
、
内
容
と
結
果
は
。

　
　
　
雇
用
の
有
無
、
在
留
資

格
、
国
籍
、
今
後
の
雇
用
動
向
、

行
政
へ
の
要
望
な
ど
。

　
　
　
事
業
者
か
ら
の
要
望
事

項
と
町
の
支
援
策
は
。

　
　
　
要
望
は
な
か
っ
た
。
支

援
策
と
し
て
「
日
南
町
外
国
人

材
育
成
雇
用
事
業
補
助
金
」

「
日
南
町
社
員
住
宅
改
修
費
補

助
金
」
「
と
っ
と
り
の
農
業
で

活
躍
す
る
外
国
人
材
モ
デ
ル
事

業
」
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
日
南
福
祉
会
の
今
後
の

外
国
人
雇
用
計
画
は
。

　
　
　
国
の
介
護
特
定
技
能
生

受
入
れ
制
限
に
よ
り
、
令
和
９

年
度
４
名
、
令
和
10
年
度
４
名

外国人宿舎工事始まる

の
計
画
を
早
め
、
令
和
８
年
度

に
増
員
し
て
、
合
計
12
名
に
変

更
す
る
。
（
*1
は
P16
を
参
照
）

　
　
　
ぷ
ら
ら
シ
ョ
ッ
プ
が
２

月
に
閉
店
と
な
っ
た
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
核
と
な
る
ぷ
ら
ら
の

賑
わ
い
を
創
出
す
る
議
論
を
進

め
て
い
る
。
何
か
ア
イ
デ
ア
が

あ
れ
ば
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
ま
な
び
や
縁
側
の
今
年

度
５
ヶ
月
間
の
利
用
実
績
は
、

前
年
比
４
割
と
低
調
で
あ
る
。

教
育
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
大
筋
ま
だ
ま
だ
だ
な

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
拠
点

づ
く
り
へ
と
取
り
組
む
。

*1

動画は
コチラ

問 日南福祉会の外国人雇用の計画は

答 令和8年度に増員して12名に変更

生
山
駅
前
活
性
化
策 

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
事
業

問 問町
長

町
長

町
長 問

問問

各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、
町長や教育長に町政全般について直接問いただします。

一般質問
●外国人雇用プロジェクト事業関連　●生山駅前周辺の活性化策

●日野郡ふるさと教育推進事業

各議員の一般質問は
YouTube 動画で
ご視聴いただけます。

13

14

15

16

大西  保

櫃田洋一

高橋洋志

近藤仁志

岡本健三

荒金敏江

おおにしたもつ

ひつだよういち

たかはしひろし

こんどうひとし

おかもとけんぞう

あらかねとしえ

質 問 者 質 問 事 項 ページ

●ウェルビーイングな社会の要件の1つである「体の健康」

●にちなんトマトのサポート

●町道生山印賀線整備計画　●ごみの収集及び搬送

●日南病院の医療従事者の確保

●人口減少問題

●教育現場の実情

●島根原発2号機のプルサーマル発電

●賃貸住宅の新築

●日野郡ふるさと教育

●ゆきんこ村の運営

町政のここが
聞きたい!!

一 般 質 問

教
育
長

副
町
長
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一 般 質 問

14

高橋洋志 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
本
町
の
農
業
に
お
け
る

重
要
な
施
設
で
あ
る
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
及
び
ト
マ
ト
選
果
場
に

通
じ
る
重
要
な
道
路
と
考
え
ら

れ
安
全
性
、
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
重
要
な
路
線
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
対
策
を
実
施

し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
未
整

備
区
間
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
大
型
車
両
の
通
行
も
多

い
起
点
交
差
点
付
近
に
つ
い
て
、

民
家
が
撤
去
さ
れ
更
地
と
な
っ
た

時
点
で
、
行
政
と
し
て
道
路
拡
幅

に
取
り
組
む
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

ま
た
、
施
設
へ
の
案
内
看
板
の
設

置
も
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
地
元
は
認
識
し
て
い
る

の
で
、
看
板
は
必
要
な
い
と
考

え
る
。
交
差
点
に
関
し
て
は
、

拡幅をすべき交差点

地
元
要
望
も
出
て
お
り
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ご
み
の
焼
却
が
西
部
広

域
の
施
設
で
始
ま
っ
た
場
合
の

本
町
の
計
画
は
。

　
　
　
現
在
検
討
段
階
で
あ
り
、

今
後
決
定
の
上
、
「
日
南
町
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を

改
訂
し
て
い
く
。

　
　
　
現
在
の
持
ち
込
み
分
可

燃
ご
み
の
月
間
数
量
は
。

　
　
　
令
和
７
年
度
実
績
で
、

可
燃
ご
み
の
総
量
は
年
間
約

9
1
9
ｔ
で
、
そ
の
う
ち
持
ち

込
み
分
は
2
2
2
ｔ
。

　
　
　
仮
置
き
場
が
必
要
に
な

る
の
で
は
。

　
　
　
今
後
地
元
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
る
。

動画は
コチラ

問 生山印賀線、起点交差点の拡幅は

答 現在、拡幅計画はない

問問

ご
み
の
収
集
と
運
送

櫃田洋一 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な

社
会
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る

「
体
の
健
康
」
の
た
め
の
特
定
健

診
受
診
率
は
。(

*2
は
P16
を
参
照)

　
　
　
令
和
７
年
度
国
保
被
保

険
者
48
・
５
％
（
前
年
度
比

9.8
％
向
上
）
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
12
・
６
％
。

　
　
　
受
診
率
向
上
の
取
り
組

み
は
。

　
　
　
広
報
・
防
災
無
線
で
の

周
知
、
受
診
勧
奨
通
知
の
送

付
、
電
話
・
訪
問
に
よ
る
聞
き

取
り
と
受
診
勧
奨
。

住民健診は健康寿命のバロメーター

【
問
】
生
産
者
を
増
や
す
こ
と

が
必
須
と
考
え
る
が
。

　
　
　
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
や

各
地
で
募
集
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
規
模
拡
大
と
収
量
増
加

を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
ト
マ
ト
選
果
場
の
処
理

能
力
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
Ａ
Ｉ
判
定
装
置
導
入
や

ラ
イ
ン
延
長
・
箱
詰
増
設
で
一

定
の
余
裕
が
あ
る
。
販
売
目
標

規
模
に
達
す
れ
ば
拡
大
に
応
じ

た
段
階
的
な
設
備
対
応
と
運
用

見
直
し
が
必
要
。

　
　
　
ト
マ
ト
選
果
場
へ
の
道

路
に
の
ぼ
り
を
立
て
〝
ト
マ
ト

ロ
ー
ド
〟
に
し
て
は
。

　
　
　
関
係
機
関
と
協
議
し
検

討
す
る
。

動画は
コチラ

問 住民健診の受診率向上の取り組みは

答 広報、電話、訪問による受診勧奨

問

問問問問

問

町
長

町
長

問 問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 日

南
ト
マ
ト

令和７年度がん検診受診率（％）

大腸がん

胃がん

肺がん

乳がん

子宮がん

国保

30.9

25.4

19.2

34.9

18.4

後期高齢

18.0

14.8

15.7

14.0 

6.1

*2

一 般 質 問
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岡本健三 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
原
発
で
深
刻
な
事
故
が

起
き
た
と
き
、
М
О
Ｘ
燃
料
を

使
う
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
で

は
、
ウ
ラ
ン
燃
料
よ
り
被
害
範

囲
が
広
が
る
と
の
試
算
が
あ

る
。
し
か
し
、
中
国
電
力
は
リ

ス
ク
評
価
を
し
て
い
な
い
が
。

　
　
　
鳥
取
県
が
専
門
家
に
よ

る
情
報
収
集
・
把
握
を
し
て
い

る
。
県
か
ら
の
情
報
を
元
に
リ

ス
ク
を
判
断
す
る
。

　
　
　
県
と
町
が
公
開
で
協
議

す
る
場
を
設
け
て
は
。

　
　
　
今
後
の
経
過
の
中
で
判

断
す
る
。

　
　
　
М
О
Ｘ
燃
料
は
コ
ス
ト

面
で
も
ウ
ラ
ン
燃
料
の
10
倍
前

後
と
高
額
で
住
民
の
負
担
と
な

る
が
使
用
を
認
め
る
の
か
。

　
　
　
県
の
会
議
の
進
捗
を
見

な
が
ら
判
断
す
る
。

島根原発で深刻な事故が起きたとき
の被害範囲の試算。ＭＯＸ燃料を使っ
た場合 ( 外側の円 ) には、被害範囲
がウラン燃料の場合 ( 内側の円 ) の
４倍となる。

　
　
　
空
家
バ
ン
ク
の
取
り
組

み
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
が
、
登
録
件
数
や
入
居
件
数

を
急
に
増
や
す
の
は
難
し
い
。

住
宅
不
足
に
よ
る
移
住
機
会
の

損
失
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
７
～

８
年
度
で
20
件
程
度
。
単
身
者

の
ほ
か
、
夫
婦
が
移
住
で
き
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
　
　
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
整
備

す
る
た
め
に
、
町
が
家
賃
保
証
な

ど
の
財
政
支
援
を
し
て
は
。

　
　
　
事
業
者
と
交
渉
す
る
際

に
、
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

　
　
　
中
心
地
域
以
外
で
の
住

宅
の
整
備
も
検
討
し
て
は
。

　
　
　
中
心
地
域
に
限
ら
ず
、

全
体
的
に
検
討
す
る
。

動画は
コチラ

問 プルサーマル発電について県と協議を

答 今後の経過の中で判断する

問問問

問問問 賃
貸
住
宅
の
新
築  

教
育
現
場
の
実
情  

近藤仁志 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
６
月
29
日
の
課
長
会
議

で
、
今
年
度
の
出
生
者
数
が
３

人
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
衝

撃
的
な
報
告
が
あ
っ
た
。
今
後

の
人
口
減
少
対
策
は
。

　
　
　
人
口
減
少
問
題
は
本
町

に
と
っ
て
も
最
重
要
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
子

育
て
支
援
の
成
果
を
土
台
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

「
適
応
策
」
と
、
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
「
緩
和

策
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
　
　
「
町
長
と
子
育
て
世
帯

の
交
流
会
」
の
開
催
に
至
っ
た

背
景
と
目
的
は
。

　
　
　
子
育
て
世
帯
の
声
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
開
催
し
た
。
11
世
帯
12
名

の
参
加
を
い
た
だ
け
た
。

朝もや立ち込める、早朝の通学

　
　
　
「
日
野
郡
の
ま
な
び
推

進
局
」
が
目
指
す
方
向
性
は
。

　
　
　
　
日
野
高
校
の
魅
力
向

上
と
ふ
る
さ
と
教
育
、
そ
れ
ぞ

れ
の
使
命
を
活
か
し
、
人
材
・

情
報
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

共
有
し
、
成
果
と
課
題
の
検
証

す
る
。

　
　
　
公
共
交
通
の
維
持
を
目

的
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
廃
止
し

混
乗
バ
ス
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
早
朝
の

時
間
的
負
担
を
か
け
て
い
る
が
。

　
　
　
第
２
期
日
南
町
公
共
交

通
総
合
計
画
の
期
間
中
（
令
和

10
年
度
）
に
は
、
町
営
バ
ス
と

切
り
離
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

し
て
運
行
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

動画は
コチラ

問 今後の人口減少対策は

答 適応策と緩和策を同時に取り組む

問問 町
長

町
長

問問 教
育
長

町
長

町
長

町
長

地
域
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

町
長

町
長

MOXを使うと

島根原発
ウラン燃料だけの場合

いずれも300cSvの範囲
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一 般 質 問

荒金敏江 議員
さらなる生産拡大のため支援体制を充実させる

　
　
　
日
野
郡
の
公
設
塾
「
ま

な
び
や
縁
側
」
の
活
動
内
容
は
。

　
　
　
　
各
拠
点
（
日
南
、
日

野
、
江
府
）
で
対
象
者
が
違
い
活

動
内
容
も
違
う
。
日
南
拠
点
で
は

学
習
支
援
、
地
域
と
の
交
流
活
動

を
提
供
。
文
化
セ
ン
タ
ー
等
で

「
出
張
縁
側
」
も
実
施
。

　
３
町
合
同
の
活
動
も
あ
る
。

　
　
　
日
野
郡
ふ
る
さ
と
教
育

推
進
協
議
会
と
し
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
月
額
約
40
万
円
で

委
託
し
て
い
る
が
、
役
割
は
。

　
　
　
　
各
拠
点
の
サ
ポ
ー
ト

や
３
町
の
連
携
推
進
。

　
　
　
日
南
拠
点
訪
問
回
数
が

少
な
い
。
回
数
な
ど
の
基
準
は
。

　
　
　
　
決
め
て
い
な
い
。

　
　
　
３
拠
点
合
同
企
画
と
し

て
こ
れ
ま
で
農
業
体
験
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
、
キ
ャ
ン
プ

３町合同のラフティング体験

な
ど
の
体
験
活
動
が
行
わ
れ
て
き

た
。
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年

行
わ
れ
て
き
た
体
験
活
動
の
計
画

が
な
い
が
。

　
　
　
　
体
験
活
動
を
通
じ
て

の
交
流
は
ふ
る
さ
と
教
育
と
し

て
大
切
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
教
育
推
進
協
議
会
で

問
題
提
起
し
て
い
く
。

　
　
　
閉
鎖
中
だ
が
営
業
を
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
に
町
が
支
援
を
。

　
　
　
指
定
管
理
に
１
件
の
応

募
が
あ
る
。
決
定
す
れ
ば
、
協

議
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
閉
鎖
中
の
芝
の
管
理
が

十
分
で
は
な
い
が
。

　
　
　
　
充
分
で
な
い
事
は
承

知
し
て
い
る
。
担
当
課
で
で
き

る
だ
け
管
理
し
て
い
く
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

動画は
コチラ

問 日野郡ふるさと教育公設塾サポートのあり方は

答 推進協議会で問題提起していく

問問問問

ゆ
き
ん
こ
村
の
運
営

問問 町
長

農
林
課
長

一般質問を
ちょっと詳しく 　技能実習制度は、原則として日本で技能を

学び、母国へ技術を持ち帰ることを目的とし

ているのに対し、特定技能１号は、日本の人

手不足分野で働くことを目的としています。

　介護分野の特定技能１号として働くために

は、原則として「介護技能評価試験」「介護

日本語評価試験」「日本語能力に関する試

験」(Ｎ4以上)に合格する必要があります。

　特定技能１号で在留できる期間は、通算で

原則５年までです。

　５年を超えて引き続き介護職として日本で

働くためには、在留期間中に介護福祉士の資

格を取得し、在留資格「介護」へ変更する必

要があります。

　特定技能１号で海外から来られた人が介護

福祉士の資格を取得され、長く日南町で活躍

されることが望まれます。

介護特定技能生とは

ウェルビーイングとは
　ウェルビーイングとは、身体的、精神

的、社会的に良好な状態にあることを意

味する概念で、幸福（ハピネス）と訳さ

れることも多い言葉です。

　次の3側面を総合的に捉えたものです。

・身体的　病気が少なく、体調が良く、

　日常生活を無理なく送れる。

・精神的　不安やストレスがなく、前向

　きさや安定した感情がある。

・社会的　人間関係やコミュニティーと

　のつながりがあり、孤立していない。

　概念については、国や企業、個人の考

え方によってそれぞれ違います。例え

ば、学校においてのウェルビーイングで

は、児童生徒の友達関係や教師の愛情あ

るサポートが重要です。
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総務教育常任委員会

委 員 会 報 告

新たな情報発信ツール
（地域づくり推進課、まち未来創造課）

●運用初期に提供する情報は、『広報に
　ちなん』掲載記事、公共交通機関情
　報、防災関連情報、ゴミ出しカレン
　ダーなど。
●利用定着後には買い物代行サービス、
　ライドシェア、道路不具合の情報提
　供、行政手続きなど双方向サービスの
　実装を見込む。
●経費：初期経費（およそ100万円）、
　ランニングコスト（県負担）
●日南町の導入予定時期：令和9年度

８年度移住定住推進事業について
（地域づくり推進課）

　新たなスマートフォンアプリを導入
して、町民向けにデジタル情報発信
を行う。

　移住定住施策の取組みと実績について調査した。

中小河川の洪水浸水想定区域の指定
（総務課）

●鳥取県は県管理の中小河川の想定最大
　規模の降雨における洪水浸水想定区域
　を指定した。（R8.3.31）
●県管理河川が存在する市町村におい
　て、公表する洪水浸水想定区域図等を
　もとに水防法第15条の規定に基づく
　「ハザードマップの更新」や「避難所
　等の見直し」の検討が行われることと
　なった。
●町では地域防災計画において、洪水予
　報などの情報伝達方法や避難場所と避
　難方法などを定める。
●作成するハザードマップは各地域で説
　明会を開催するなど周知を図る。

統合型GISの利活用
（地域づくり推進課）

【現在提供されているデータ】
■県全体
　観光情報、クマ出没マップ、文化財、防災、犯罪事
　故など
■町登録
　公共施設、子育て施設、避難所、AED設置場所、
　たったもカード利用可能店舗
　将来的には、選挙区管理、観光　データの強化など
　を予定。
　※とっとりジオマップ
　　URL：https://tottori-geomap.jp/

　鳥取県自治体ICT共同化推進協議会が導入を
進めていた鳥取県自治体連携統合型GIS「とっとり
ジオマップ」の運用が8年度から始まった。

1．空き家バンク・移住相談等
（1）空き家バンク新規登録
（2）移住相談件数
（3）相談窓口を通しての成約数
　　うち空き家への入居
2．日南町いきいき定住促進条例
（1）結婚祝金
（2）同居奨励金
（3）定住奨励金
（4）住宅補助金
3．空き家情報活用制度登録
　  物件改修事業費補助金
（1）空き家情報活用制度登録
　　  物件改修事業費補助金
（2）家財道具等処分補助金
（3）生山定住促進団地建築補助金
（4）にちなん新生活応援奨励金
（5）空き家等リノベーション
　　  創業支援補助金
（6）空き家改修概算調査

R7実績
7件

144件
23件
16件

1件
5件
11件
1件

8件

8件
1件
0件
0件

2件

R8.7.21現在
7件
28件
6件
6件

1件
1件
6件
1件

3件

2件
予算なし
予算なし
予算なし

0件

R5実績 R6実績 R7実績
33人

26世帯
32人

30世帯
35人

33世帯

7月23日、9月14日 開催

4．県外からの移住者数
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7月22日、9月14日 開催

委 員 会 報 告

経済福祉常任委員会
「日南米」ブランド化（農林課）

地籍調査の現状（建設課）

　地籍調査の進捗を早めて欲しいと要望が多くあり、現状と手法について調査した。

　日南町産米の「日南米」のブランド化事業について調査を行った。

　　令和8年産米に間に合うのか。
　　スケジュール的には厳しいが、今年度
　　産米から対応していく。

　　昼夜の寒暖差がなぜ食味に影響する
　　のかといった豆知識的な小さな冊子が
　　必要では。
　　パンフレット等へ生産者等の表記も加
　　えて検討する。

●「日南米」は単なる産地名称ではなく、生産
　者のこだわりや地域の魅力を消費者へ伝える
　ブランドとして展開する。

●最終目標は、生産者の所得が上がったと実感
　できることを目指し販売力を上げていく。
　また、将来的には栽培方法や品質に応じた
　「プレミアム日南米」も検討しているが、ま
　ずは「日南米」のブランドから取り組む。

●保冷庫での保管も議論しているが、参加者が

　制限されるので必須としていない。

ロゴマークは、申請・登録して使用できる。

福祉施策（ひとり親・障がい者・生活保護）（福祉保健課）

　本町の福祉行政における支援・助成体制について調査を行った。

　　高齢者はHPをあまり見ないので周知
　　の方法を工夫する必要性は。
　　町政のしおり等の掲載も検討する。

　　責任が複数の担当課に分散するが。
　　同じフロアーでの業務なので、連携し
　　ながらできる。

　　福祉関係の申請の多くが、決定までに
　　2か月程度かかる。期間が長いのでは。
　　計画に基づいてサービスが提供される
　　ので時間がかかる。緊急時の場合は対
　　応できるものもある。

●障がいのある方が出生から乳幼児期・学齢
　期・青年期・壮年期・老齢期に至るまで各ラ
　イフステージにおいて提供されている公的支
　援について説明を受けた。

●低所得世帯及びひとり親家庭に対する支援施
　策についても説明を受けた。

●地籍調査の現状
　･進捗率　　令和7年度末42.84％
　･調査面積　135.26k㎡
　･地権者の現地立会の負担軽減や調査期間短縮
　  のため山地においては航測法(リモートセンシ
　  ング手法)に取り組みたい。

●航測法のメリット･デメリット
　メリット
・土地所有者などが現地に行く必要がない。
・調査期間の短縮が期待できる。　　　　等
　デメリット
・境界杭を設置しないので、境界がわかりにくい。
・調査できるのが山地に限られる。　　　　等

委員会報告
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全員協議会 7月3日、23日、8月26日、9月18日 開催

日南町美術館の博物館登録（教育委員会）

　日南町美術館が開館30周年の節目を迎えるにあたり、法的
地位の明確化と運営基盤の強化のため、新たな博物館登録制
度に基づき、令和８年７月30日に登録された。

●主なメリット
　＊社会的地位と信用の向上
　＊財政上優遇措置の適用
　＊文化庁からの重点支援
　＊資料、人、組織のネットワーク強化
　＊行政・政策上の位置づけと存在の向上

VIVANTロケ地の受け入れ環境整備（まち未来創造課）

●経緯　日曜劇場「VIVANT」のロケ地となり令和8年8月16日放送の
　　　　第14話において全国放送された。
●目的　＊話題性が高い今の時期を捉えた交流人口拡大・地域経済活性化。
　　　　＊「NICHI VIVANT CHO」(愛称)を活用し関係人口の創出とロ
　　　　　ケ地としての認知度向上と拡充を図る。
●実施期間　令和9年3月まで
●所要経費

　　災害時の財政上の優遇措置の対象範囲は。
　　建物の災害復旧工事費の2/3補助。

役場窓口の字幕表示システムの導入実証（住民課）

　窓口で話した内容がガラスに表示される字幕表示システムを役
場窓口に設置し、外国人や高齢者、耳の不自由な人などが来庁さ
れた際、窓口での円滑なコミュニケーションにどのくらい寄与で
きるか検証する。

期　　間　令和8年9月7日～令和8年10月２日
設置場所　役場住民課窓口・健康福祉センター窓口に各1台設置。
設置費用　無料トライアルを利用するため発生しない。
検証方法　実際に来庁された来訪者に聞き取りを実施する。
（参考）導入する場合の費用は、地域未来交付金の対象となる。

　　どのくらいの利用者を想定されているか。
　　1週間に3～4人を想定している。

全 員 協 議 会

「JAPAN MUSEUM」ロゴマークの意味
　多様な人々の活力が集い、新しい価値を
生み出す情熱の場としての博物館への思い
が、日の丸をベースにＪとＭを組み込んだ対
称的なデザインに込められています。

受け入れ環境整備

記念品・イベント費

広報・情報発信

生山駅前へのPR看板製作・設置費など
記念切符風グッズ製作費、イベント開催日費
パンフレット作成費、レンタカーラッピング支援費など

45万円
52万円
95万円
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委 員 会 報 告

中心地域及び住宅政策調査特別委員会 9月18日
7月23日 

 開催

日南町中心地域整備検討委員会（地域づくり推進課）

第６回～第８回　日南町中心地域整備検討委員会

●公園整備
　「霞・文化センター周辺」を主たる候補地と
　し、必要に応じて北の原・日野川対岸の水田を
　追加取得しながら、段階的な整備を検討する。
●通学路・学童ルートの安全対策
　新北の原橋、北の原橋は当面カラー舗装と時間
　規制等の分かりやすい表示で対応する。学童
　ルートはグラウンド内の園路を有力案とし、川
　側の経路や除雪・管理方法を具体化して次回提
　示する。

　　45～60床の病院を維持できるのか。
　　今年1月から60人台の入院が続いている。昨
　　年度は40人台だった。家庭介護力の低下と
　　介護職員不足が背景にある。

　　一般病床がなくなるが、緊急入院はできるか。
　　地域包括ケア病床で緊急入院を受け入れる。
　　年齢に関わりなく受け入れできる。

　　「ショートステイ機能の整理」とは。
　　医療療養病床は医療保険だが、ショートステ
　　イは介護保険。介護分野のショートステイは
　　他の事業者に担ってもらうということ。

　　町民が、建てて良いか判断する材料がないが。
　　まち協などから意見はもらっている。方向性
　　を固めた上で説明する。

●公共交通の待合空間の整備
　4拠点（パセオ、日南病院、生山駅、道の駅）
　の待合機能を改善する。
■答申と予算反映
　令和8年度内を最終答申とするが、年内に、公
　園、通学路整備、バス停（待合所）整備など方
　向性が固まった部分の答申を受けて令和９年度
　当初予算に反映したい。

新たな日南病院建設に向けた検討状況（日南病院）

●目指すべき新病院の姿
〇 病床機能の特化：１病棟体制とし、慢性期/
　回復期（地域包括ケア＋医療療養）に特化す
　る。ただし、一定の救急体制は継続する。
〇介護機能の維持・整理：新病院完成までは、
　現在の介護機能を維持する。新病院移行時
　に、病床数削減に伴い介護短期入所（ショー
　トステイ）機能を整理。
〇現在の場所での建て替えはしない。
〇今後のスケジュール
　令和８年度：病床数、建設場所の決定
　令和９年度：基本計画の策定、国との協議
　令和10～11年度：基本設計、実施設計
　令和12年度：着工
　令和14年度：開院

●これから決めること
〇 病床数の確定（令和８年度）：45～60床で
　決定する。
〇建設場所の選定（令和８年度）
〇診療科目の再編と医師確保：現行８科に歯科、

　総合診療科を加えた計10科の設置を目指す。
〇 歯科の移行：直営診療所体制への移行に向け
　た、具体的な時期を調整する。
〇ショートステイ機能の整理：新病院への移行時、
　病床数に合わせてショートステイ機能を整理。

総合文化センター横の公園(案)
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■
７
月

21
日

　議
員
研
修
︵
１
名
/
東
京
都
︶

22
日

　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

23
日

　中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調
査
特

　
　
　別
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・
総
務

　
　
　教
育
常
任
委
員
会

27
〜
28
日

　議
員
研
修
︵
１
名
/
大
津
市
︶

　
　
　議
員
研
修
︵
１
名
/
オ
ン
ラ
イ
ン
︶

29
日

　鳥
取
県
町
村
議
会
女
性
議
員
研
修
会

　
　
　︵
湯
梨
浜
町
︶

31
日

　議
員
研
修
︵
１
名
/
オ
ン
ラ
イ
ン
︶

■
８
月

15
日

　日
南
町
二
十
歳
を
祝
う
会

18
日

　西
部
町
村
議
会
議
長
会
、
自
治
功

　
　
　労
者
表
彰
式
・
議
員
研
修
会

20
日

　日
南
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　議
会
運
営
協
議
会

21
日

　意
見
交
換
会
︵
日
南
病
院
︶

26
日

　全
員
協
議
会

27
日

　議
会
運
営
委
員
会

　
　
　意
見
交
換
会
︵
グ
ロ
ー
バ
ル
日
南
︶

■
９
月

３
〜
４
、
７
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

７
〜
16
日
︵
う
ち
７
日
間
︶

　
　
　決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

18
日

　中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調
査
特

　
　
　別
委
員
会
・
全
員
協
議
会

29
日

　９
月
定
例
会
本
会
議
・
全
員
協
議
会
・

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

■
10
月

６
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

９
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
活
動
報
告

熊
本
地
震
の
早
期
復
興

飯
南
病
院
を
視
察

　
今
年
の
７
月
28
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
の
復
興
を
願
っ
て
、
日

南
町
議
会
か
ら
日
本
赤
十
字
社
日

南
分
区
長
の
中
村
町
長
へ
、
義
援

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰

　
令
和
８
年
８
月
18
日
、
鳥
取
県

西
部
町
村
議
長
会
よ
り
、
町
村
議

会
議
員
と
し
て
通
算
11
年
以
上
在

職
し
、
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、

近
藤
仁
志
議
員
と
大
西
保
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

  

概
要

●
病
院
経
営
の
考
え
方

　
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
「
総

合
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
地
域

医
療
を
実
践
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
地
域
と
共
に
あ
る
小
規

模
多
機
能
病
院
」
と
位
置
付
け
、

次
の
役
割
を
掲
げ
る
。

①
突
然
の
、
救
急
・命
を
守
る

②
日
頃
の
、
日
常
の
生
活
を
守
る

③
こ
れ
か
ら
の
、
地
域
・人
生
を
守
る

●
総
合
医
を
中
心
と
し
た
体
制

　
「
無
理
し
て
診
な
い
」
を
方
針
と

し
て
、
自
院
で
対
応
す
る
患
者

と
、
専
門
医
療
を
必
要
と
す
る
患

者
を
見
極
め
て
い
る
。
医
師
７
名

中
、
歯
科
を
除
く
６
名
が
総
合
医

で
あ
る
。

●
医
師
・医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保

　
島
根
県
で
は
公
立
病
院
の
医
師

に
つ
い
て
県
職
員
と
し
て
採
用
・

配
置
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。

　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
調

査
特
別
委
員
会
で
は
、
新
た
な

日
南
病
院
建
設
に
向
け
て
、
人

口
規
模
や
中
山
間
地
域
と
い

う
条
件
が
近
い
飯
南
病
院
に

お
け
る
医
療
提
供
体
制
、
経
営

上
の
課
題
等
を
調
査
し
た
。

期
日
　
令
和
８
年
７
月
13
日

場
所
　
飯
南
町
立
飯
南
病
院

●
保
健
・福
祉
・介
護
連
携

　
飯
南
町
に
は
「地
域
包
括
ケ
ア
推

進
局
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保

健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
視
点
か

ら
、
住
民
と
共
に
生
活
の
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

  

考
察

●
自
治
体
病
院
の
役
割

　
採
算
性
だ
け
で
な
く
地
域
医
療
を

支
え
る
役
割
が
あ
る
。
特
に
高
齢
者

が
多
い
地
域
で
は
、
身
近
な
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
必
要
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
医
師
の
確
保

　
島
根
県
の
よ
う
に
県
が
主
体
と

な
っ
た
公
立
病
院
医
師
の
確
保
・配

置
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
で
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

●
住
民
と
の
信
頼
関
係

　
飯
南
町
で
は
、
「
こ
の
地
域
か
ら

医
師
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
」
と
の
考
え

か
ら
、
「
飯
南
町
の
医
療
を
守
り

支
援
す
る
会
」
が
住
民
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
余
白
あ
り
ま
す
。
」
と
の

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て

い
る
が
、
日
南
町
民
の
理
解
と
納

得
が
日
南
病
院
問
題
の
余
白
を

埋
め
る
答
え
か
も
し
れ
な
い
。

●
病
床
数
の
問
題

　
飯
南
病
院
の
48
床
体
制
が
成
立

し
て
い
る
背
景
に
は
、
総
合
医
を

中
心
と
す
る
診
療
体
制
が
あ
る
。

小
規
模
病
院
で
は
、
当
直
医
が
救

急
外
来
だ
け
で
な
く
他
の
医
師
の

入
院
患
者
に
も
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。
日
南
病
院
に
お
い
て
も
「ど

の
よ
う
な
医
師
集
団
で
病
院
を
運

営
す
る
の
か
」
と
い
う
人
材
戦
略

を
示
す
必
要
が
あ
る
。

住民とともに地域を支える飯南病院

委 員 会 報 告
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行 政 調 査行 政 調 査

　議員全員で構成する行政調査特別委員会（委員長・高橋洋志）は、人口減少・少子高齢化への対

応、地域産業の振興及び地域医療体制の充実に関する先進取り組みを調査し、本町の施策推進の参考

とすることを目的として行政調査を実施しました。(調査期間　令和８年６月30日～７月２日)

【
調
査
概
要
】

（1）
移
住
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（2）（
株
）Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

（3）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ・定
着
に
つ
い
て

　
南
小
国
町
で
は
、
移
住
・
定
住
の
促
進

を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
か
ら
移
住

定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
へ
業
務
を
委
託

し
移
住
相
談
や
空
き
家
の
案
内
、
下
見

の
同
行
な
ど
、
移
住
希
望
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
移
住
者
は
39
名
あ

り
、
多
く
の
人
が
空
き
家
バ
ン
ク
を
活

用
し
て
い
る
。
築
20
年
～
30
年
程
度
の

温
泉
付
き
別
荘
を
住
宅
と
し
て
購
入

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
移
住
者
は
50
代

か
ら
60
代
の
人
が
多
い
。

　(

株)

S
M
O
南
小
国
に
、
移
住
体
験

事
業
、
大
学
生
向
け
ワ
ー
キ
ン
グ
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

伴
走
支
援
等
を
委
託
し
て
い
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
27
名
を
採
用
し
て
お
り
、
そ

の
内
７
名
が
町
内
に
定
住
、
６
名
が
近

隣
の
自
治
体
に
居
住
し
て
い
る
。
定
住

し
た
隊
員
は
、
旅
館
従
業
員
や
企
業
の

職
員
と
し
て
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
。

【
考
　
察
】

　
南
小
国
町
で
は
、
行
政
と
民
間
の
役

割
分
担
が
明
確
に
行
わ
れ
て
お
り
、
移

住
相
談
か
ら
移
住
体
験
ま
で
、
一
貫
し

た
移
住
・
定
住
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
移
住
希
望
者
が
地
域
で
の
生

活
を
、
具
体
的
に
体
験
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
な
さ
れ
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

日
南
町
で
は｢

山
里
L
o
a
d
に
ち
な

ん
」
に
観
光
、
移
住
定
住
、
空
き
家
業
務

を
幅
広
く
委
託
し
て
い
る
が
、
相
談
か

ら
成
約
、
移
住
後
の
仕
事
ま
で
の
支
援

体
制
を
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。

コーディネータによる空き家の内覧歴史が詰め込まれた日田杉資料館

東峰村　高橋議長から説明

暮らしやすい町へ
熊
本
県
南
小
国
町
移
住
定
住
施
策
推
進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
中

山
間
地
域
の
小
規
模
自
治
体
の
移
住
定
住
施
策

や
取
り
組
む
上
で
の
課
題
を
調
査
し
た
。

【
調
査
概
要
】

（1）
林
業
振
興
に
つ
い
て

（2）
林
業
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

（3）
日
田
杉
資
料
館
の
見
学

　
森
林
面
積
は
5
万
5
0
3
9
ha
で
、
杉

材
を
中
心
と
し
た
林
業
が
盛
ん
で
あ

る
。
年
間
の
素
材
生
産
量
は
約
３
２
万
６

０
０
０
㎥
で
、
鳥
取
県
全
体
の
生
産
量
と

ほ
ぼ
同
程
度
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
３
森
林
組
合
、
７
箇
所
の
原

木
市
場
が
あ
り
、
製
材
業
に
つ
い
て
は
、

中
小
規
模
の
製
材
所
が
中
心
で
あ
る
も

の
の
、
54
社
の
製
材
工
場
が
あ
り
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
45
名
技
能
実
習
生
を
受

け
入
れ
、
年
間
2
9
万
3
0
0
0
㎥
の

製
材
品
を
出
荷
し
て
い
る
。

　
「
日
田
も
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
森

林
整
備
、
木
材
利
用
、
人
材
育
成
を
一

体
的
に
す
す
め
て
い
る
。

　
林
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
、

大
分
県
立
日
田
林
工
高
等
学
校
に
林

業
に
関
す
る
専
門
学
科
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
将
来
の
林
業
を
担
う
人
材
の

確
保
及
び
育
成
に
努
め
て
い
る
。

【
考
　
察
】

　
日
南
町
の
林
業
は
、
規
模
に
お
い
て

は
、
日
田
市
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
置
し
、
林
業
の
後

継
者
や
新
規
就
労
者
の
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
作

業
の
効
率
化
や
労
働
環
境
の
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
林
業
に
従
事
す
る
若
い
人
材

も
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

　
日
南
町
の
林
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
い
く
た
め
に

は
、
木
材
の
生
産
量
の
確
保
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
伐
採
、
植
林
、
育
成
及
び
木

材
加
工
ま
で
を
一
体
的
に
捉
え
た
木

材
循
環
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

大
分
県
日
田
市
林
業
振
興
施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
国
内
屈

指
の
林
業
地
地
域
の
林
業
振
興
施
策
や
人
材
育

成
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

【調
査
概
要
】

（1）
移
住
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（2）
移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置
に
つ
い
て

（3）
空
き
家
流
通
促
進
に
関
す
る
包
括
連
携

　
協
定
に
つ
い
て

　
東
峰
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
移
住
・
定
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
担
っ
て
い
た
業
務

を
、
令
和
８
年
度
以
降
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
へ
完
全
に
移
行
し
て
い
る
。

　
業
務
内
容
は
、
移
住
希
望
者
か
ら
の
相

談
の
対
応
や
情
報
提
供
を
始
め
、
移
住

後
の
手
順
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

な
ど
、
移
住
前
か
ら
移
住
後
ま
で
一
貫

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
空
き
家
対
策

と
し
て
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
「(

株)

ア

ル
バ
リ
ン
ク
」
と
協
定
を
締
結
、
民
間
事

業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
空

き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
移
住
者
に
対
し
て
は
、
空
き
家
の
改

修
費
や
引
っ
越
し
費
用
等
に
対
す
る
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

移
住
支
援
金
や
定
住
支
援
金
な
ど
の

補
助
金
・
奨
励
金
制
度
を
設
け
て
お

り
、
移
住
後
の
生
活
を
支
え
る
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

【考
　
察
】

　
東
峰
村
で
は
、
住
宅
支
援
に
加
え
、
移

住
相
談
員
や
地
区
担
当
職
員
が
、
移
住

後
の
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
ま
で
支
援

し
て
い
る
点
が
参
考
と
な
る
。
日
南
町

に
お
い
て
も
、
空
き
家
の
確
保
や
補
助

制
度
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
と

の
顔
合
わ
せ
、
地
域
行
事
や
生
活
上
の

ル
ー
ル
の
事
前
説
明
、
移
住
後
の
継
続

的
な
相
談
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地

域
産
業
の
後
継
者
育
成
を
移
住
政
策
と

結
び
付
け
、
定
着
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

福
岡
県
東
峰
村
移
住
定
住
施
策
推
進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
中

山
間
地
域
の
小
規
模
自
治
体
の
移
住
定
住
施
策

や
取
り
組
む
上
で
の
課
題
を
調
査
し
た
。

【調
査
概
要
】

（1）
新
病
院
建
設
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　
吉
賀
町
で
は
、
旧
病
院
運
営
法
人
の

経
営
破
綻
を
受
け
、
町
が
施
設
を
取
得

し
令
和
６
年
３
月
に
公
設
民
営
に
よ
る

「
医
療
法
人
カ
タ
ク
リ
会
」
の
指
定
管
理

の
も
と
、
「
よ
し
か
病
院
」
を
開
設
し
運

営
し
て
い
る
。

　
医
師
は
総
合
診
療
医
を
中
心
に
配
置

し
、
夜
間
救
急
、
手
術
、
高
度
医
療
は

周
辺
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
か
ら
８
名

の
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
当
初
は
、
一
般
病
床
50
床
、
療
養
病

床
48
床
の
98
の
規
模
で
、
建
設
費
52
億

5
0
0
0
万
円
で
整
備
を
進
め
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇

な
ど
に
よ
り
、
計
画
は
延
期
の
方
針
と

さ
れ
た
。
将
来
人
口
や
医
療
需
要
、
財

政
負
担
を
踏
ま
え
、
住
民
参
加
に
よ
り

病
院
機
能
、
病
床
数
、
建
設
時
期
、
財

源
等
を
再
検
討
し
て
い
る
。

【
考
　
察
】

　
　
日
南
病
院
で
も
、
吉
賀
町
と
同
様
に

新
病
院
建
設
を
め
ぐ
る
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

　
病
院
本
館
は
耐
用
年
数
を
大
き
く
経

過
し
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
維
持
管
理

に
は
多
額
の
経
費
を
要
す
る
。
今
後
は

人
口
減
少
に
対
応
し
た
適
正
規
模
を

踏
ま
え
、
改
修
ま
た
は
新
築
を
含
め
た

具
体
的
な
方
針
を
早
急
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
病
院
の
規
模
や
提
供
す
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
建
設
財
源
、
将
来
の

財
政
負
担
を
含
む
病
院
経
営
に
つ
い
て

町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
客
観

的
な
資
料
を
示
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
説

明
を
重
ね
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

島
根
県
吉
賀
町
本
町
に
お
け
る
新
病
院
建
設
に
係
る
検
討
の
参
考
と

す
る
た
め
、
新
病
院
建
設
に
向
け
た
検
討
状
況
と
、

公
設
民
営
に
よ
る
病
院
経
営
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

先進地を調査
　課題を分析
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行 政 調 査行 政 調 査

　議員全員で構成する行政調査特別委員会（委員長・高橋洋志）は、人口減少・少子高齢化への対

応、地域産業の振興及び地域医療体制の充実に関する先進取り組みを調査し、本町の施策推進の参考

とすることを目的として行政調査を実施しました。(調査期間　令和８年６月30日～７月２日)

【
調
査
概
要
】

（1）
移
住
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（2）（
株
）Ｓ
Ｍ
Ｏ
南
小
国
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

（3）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ・定
着
に
つ
い
て

　
南
小
国
町
で
は
、
移
住
・
定
住
の
促
進

を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
か
ら
移
住

定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
へ
業
務
を
委
託

し
移
住
相
談
や
空
き
家
の
案
内
、
下
見

の
同
行
な
ど
、
移
住
希
望
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
移
住
者
は
39
名
あ

り
、
多
く
の
人
が
空
き
家
バ
ン
ク
を
活

用
し
て
い
る
。
築
20
年
～
30
年
程
度
の

温
泉
付
き
別
荘
を
住
宅
と
し
て
購
入

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
移
住
者
は
50
代

か
ら
60
代
の
人
が
多
い
。

　(

株)

S
M
O
南
小
国
に
、
移
住
体
験

事
業
、
大
学
生
向
け
ワ
ー
キ
ン
グ
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

伴
走
支
援
等
を
委
託
し
て
い
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
27
名
を
採
用
し
て
お
り
、
そ

の
内
７
名
が
町
内
に
定
住
、
６
名
が
近

隣
の
自
治
体
に
居
住
し
て
い
る
。
定
住

し
た
隊
員
は
、
旅
館
従
業
員
や
企
業
の

職
員
と
し
て
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
。

【
考
　
察
】

　
南
小
国
町
で
は
、
行
政
と
民
間
の
役

割
分
担
が
明
確
に
行
わ
れ
て
お
り
、
移

住
相
談
か
ら
移
住
体
験
ま
で
、
一
貫
し

た
移
住
・
定
住
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
移
住
希
望
者
が
地
域
で
の
生

活
を
、
具
体
的
に
体
験
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
な
さ
れ
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

日
南
町
で
は｢

山
里
L
o
a
d
に
ち
な

ん
」
に
観
光
、
移
住
定
住
、
空
き
家
業
務

を
幅
広
く
委
託
し
て
い
る
が
、
相
談
か

ら
成
約
、
移
住
後
の
仕
事
ま
で
の
支
援

体
制
を
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。

コーディネータによる空き家の内覧歴史が詰め込まれた日田杉資料館

東峰村　高橋議長から説明

暮らしやすい町へ
熊
本
県
南
小
国
町
移
住
定
住
施
策
推
進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
中

山
間
地
域
の
小
規
模
自
治
体
の
移
住
定
住
施
策

や
取
り
組
む
上
で
の
課
題
を
調
査
し
た
。

【
調
査
概
要
】

（1）
林
業
振
興
に
つ
い
て

（2）
林
業
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

（3）
日
田
杉
資
料
館
の
見
学

　
森
林
面
積
は
5
万
5
0
3
9
ha
で
、
杉

材
を
中
心
と
し
た
林
業
が
盛
ん
で
あ

る
。
年
間
の
素
材
生
産
量
は
約
３
２
万
６

０
０
０
㎥
で
、
鳥
取
県
全
体
の
生
産
量
と

ほ
ぼ
同
程
度
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
３
森
林
組
合
、
７
箇
所
の
原

木
市
場
が
あ
り
、
製
材
業
に
つ
い
て
は
、

中
小
規
模
の
製
材
所
が
中
心
で
あ
る
も

の
の
、
54
社
の
製
材
工
場
が
あ
り
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
45
名
技
能
実
習
生
を
受

け
入
れ
、
年
間
2
9
万
3
0
0
0
㎥
の

製
材
品
を
出
荷
し
て
い
る
。

　
「
日
田
も
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
森

林
整
備
、
木
材
利
用
、
人
材
育
成
を
一

体
的
に
す
す
め
て
い
る
。

　
林
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
、

大
分
県
立
日
田
林
工
高
等
学
校
に
林

業
に
関
す
る
専
門
学
科
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
将
来
の
林
業
を
担
う
人
材
の

確
保
及
び
育
成
に
努
め
て
い
る
。

【
考
　
察
】

　
日
南
町
の
林
業
は
、
規
模
に
お
い
て

は
、
日
田
市
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
置
し
、
林
業
の
後

継
者
や
新
規
就
労
者
の
育
成
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
作

業
の
効
率
化
や
労
働
環
境
の
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
林
業
に
従
事
す
る
若
い
人
材

も
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

　
日
南
町
の
林
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
い
く
た
め
に

は
、
木
材
の
生
産
量
の
確
保
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
伐
採
、
植
林
、
育
成
及
び
木

材
加
工
ま
で
を
一
体
的
に
捉
え
た
木

材
循
環
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

大
分
県
日
田
市
林
業
振
興
施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
国
内
屈

指
の
林
業
地
地
域
の
林
業
振
興
施
策
や
人
材
育

成
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

【調
査
概
要
】

（1）
移
住
定
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（2）
移
住
定
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
配
置
に
つ
い
て

（3）
空
き
家
流
通
促
進
に
関
す
る
包
括
連
携

　
協
定
に
つ
い
て

　
東
峰
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
移
住
・
定
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
担
っ
て
い
た
業
務

を
、
令
和
８
年
度
以
降
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
へ
完
全
に
移
行
し
て
い
る
。

　
業
務
内
容
は
、
移
住
希
望
者
か
ら
の
相

談
の
対
応
や
情
報
提
供
を
始
め
、
移
住

後
の
手
順
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

な
ど
、
移
住
前
か
ら
移
住
後
ま
で
一
貫

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
空
き
家
対
策

と
し
て
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
「(

株)

ア

ル
バ
リ
ン
ク
」
と
協
定
を
締
結
、
民
間
事

業
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
空

き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
移
住
者
に
対
し
て
は
、
空
き
家
の
改

修
費
や
引
っ
越
し
費
用
等
に
対
す
る
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

移
住
支
援
金
や
定
住
支
援
金
な
ど
の

補
助
金
・
奨
励
金
制
度
を
設
け
て
お

り
、
移
住
後
の
生
活
を
支
え
る
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

【考
　
察
】

　
東
峰
村
で
は
、
住
宅
支
援
に
加
え
、
移

住
相
談
員
や
地
区
担
当
職
員
が
、
移
住

後
の
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
ま
で
支
援

し
て
い
る
点
が
参
考
と
な
る
。
日
南
町

に
お
い
て
も
、
空
き
家
の
確
保
や
補
助

制
度
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
と

の
顔
合
わ
せ
、
地
域
行
事
や
生
活
上
の

ル
ー
ル
の
事
前
説
明
、
移
住
後
の
継
続

的
な
相
談
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地

域
産
業
の
後
継
者
育
成
を
移
住
政
策
と

結
び
付
け
、
定
着
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

福
岡
県
東
峰
村
移
住
定
住
施
策
推
進
の
参
考
と
す
る
た
め
、
中

山
間
地
域
の
小
規
模
自
治
体
の
移
住
定
住
施
策

や
取
り
組
む
上
で
の
課
題
を
調
査
し
た
。

【調
査
概
要
】

（1）
新
病
院
建
設
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　
吉
賀
町
で
は
、
旧
病
院
運
営
法
人
の

経
営
破
綻
を
受
け
、
町
が
施
設
を
取
得

し
令
和
６
年
３
月
に
公
設
民
営
に
よ
る

「
医
療
法
人
カ
タ
ク
リ
会
」
の
指
定
管
理

の
も
と
、
「
よ
し
か
病
院
」
を
開
設
し
運

営
し
て
い
る
。

　
医
師
は
総
合
診
療
医
を
中
心
に
配
置

し
、
夜
間
救
急
、
手
術
、
高
度
医
療
は

周
辺
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
か
ら
８
名

の
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

　
当
初
は
、
一
般
病
床
50
床
、
療
養
病

床
48
床
の
98
の
規
模
で
、
建
設
費
52
億

5
0
0
0
万
円
で
整
備
を
進
め
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇

な
ど
に
よ
り
、
計
画
は
延
期
の
方
針
と

さ
れ
た
。
将
来
人
口
や
医
療
需
要
、
財

政
負
担
を
踏
ま
え
、
住
民
参
加
に
よ
り

病
院
機
能
、
病
床
数
、
建
設
時
期
、
財

源
等
を
再
検
討
し
て
い
る
。

【
考
　
察
】

　
　
日
南
病
院
で
も
、
吉
賀
町
と
同
様
に

新
病
院
建
設
を
め
ぐ
る
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

　
病
院
本
館
は
耐
用
年
数
を
大
き
く
経

過
し
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
維
持
管
理

に
は
多
額
の
経
費
を
要
す
る
。
今
後
は

人
口
減
少
に
対
応
し
た
適
正
規
模
を

踏
ま
え
、
改
修
ま
た
は
新
築
を
含
め
た

具
体
的
な
方
針
を
早
急
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
病
院
の
規
模
や
提
供
す
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
建
設
財
源
、
将
来
の

財
政
負
担
を
含
む
病
院
経
営
に
つ
い
て

町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
客
観

的
な
資
料
を
示
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
説

明
を
重
ね
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

島
根
県
吉
賀
町
本
町
に
お
け
る
新
病
院
建
設
に
係
る
検
討
の
参
考
と

す
る
た
め
、
新
病
院
建
設
に
向
け
た
検
討
状
況
と
、

公
設
民
営
に
よ
る
病
院
経
営
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

先進地を調査
　課題を分析



　
春
に
は
「
適
正
な
価
格
」
が
維
持

さ
れ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
田
ん

ぼ
に
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
収

穫
を
終
え
た
今
、
米
価
の
下
落
に
気

持
ち
ま
で
下
向
き
で
す
。
加
え
て
、

丹
精
込
め
た
田
ん
ぼ
に
は
イ
ノ
シ
シ

ま
で
参
戦
。
米
づ
く
り
は
、
な
か
な

か
農
家
だ
け
の
都
合
で
は
進
み
ま
せ

ん
。
せ
め
て
生
産
に
か
か
る
経
費
が

適
正
に
賄
え
る
農
業
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
今
期
定
例
会
で
は
「
生
産
者
米
価

の
安
定
化
と
中
山
間
地
域
農
業
へ
の

支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
私
自
身
は
、
籾
摺
り
作

業
で
腰
を
痛
め
ま
し
た
。
米
価
も
腰

も
こ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
、
懲

り
ず
に
来
年
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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日
南
町
と
の
出
会
い
は

　
神
奈
川
県
藤
沢
市
出
身
で
、
小
・

中
・
高
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込

み
、
長
年
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
指
導
者
と

し
て
競
技
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
南
町
と
の
出
会
い
は
、
人
生
の

転
機
と
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然

と
温
か
い
人
々
に
惹
か
れ
る
中
で
、

「
自
分
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
活
か
し

て
、
こ
の
町
に
新
し
い
風
を
吹
き
込

み
た
い
」
と
い
う
強
い
想
い
が
芽
生

え
、
移
住
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ

の
着
任
を
決
意
し
ま
し
た
。

日
南
町
で
地
域
起
こ
し
協
力
隊
と
し

て
や
り
た
い
こ
と
は

　
現
在
は
「
一
般
社
団
法
人
に
ち
な

ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
体
育
施
設
の
管
理
運
営

や
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
世

代
に
向
け
た
健
康
増
進
・
運
動
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、

1
7
0
㎝
以
下
の
選
手
を
対
象
と
し

た
「
身
長
制
限
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
U

‒

1
7
0
）
」
の
企
画
・

運
営
で
す
。
「
体
格
差
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
真
剣
勝

負
の
場
を
作
り
た
い
」
と
い
う
想
い

か
ら
立
ち
上
げ
た
こ
の
大
会
は
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

Y
a
h
o
o
!
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

他
県
か
ら
選
手
や
関
係
者
が
日
南
町
を

訪
れ
る
き
っ
か
け
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
11
月
の
大
会
で
は
N
H
K
の
取
材

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
地
元
の
こ
ど
も
園
や
小
中
学

生
、
多
世
代
が
笑
顔
で
交
流
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

日
南
町
で
の
暮
ら
し
は

　
日
南
町
で
の
暮
ら
し
は
、
四
季
の

移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
贅
沢
な

毎
日
で
す
。
地
域
の
方
々
は
と
て
も

温
か
く
、
人
の
繋
が
り
の
深
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
都
心
部
で
は
味
わ

え
な
い
心
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
は

　
今
後
は
「
身
長
制
限
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」
の
規
模
を
さ
ら
に
拡
大
し
、

中
国
地
方
大
会
や
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン

ト
へ
と
育
て
て
い
く
計
画
で
す
。
日
南

町
を
「
身
長
制
限
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
聖

地
」
と
し
て
定
着
さ
せ
、
全
国
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
南
町
を
元
気

に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
、
こ

の
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
全
国
へ
発

信
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
南
町
を
元
気
に

藤
井

　
　健
さ
ん
︵
霞
︶

ふ
じ

　い

た
け
し

大会の応援をお待
ちしています！


